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１． はじめに

家庭科教育は，家庭生活を中もとした人間生活を対象としている１）． 人間の生活はもともと多様なもの

であるから， それを理解し， 認識するには比較の方法を取り入れる必要がある． Ｇ‐Ｅ．スワンソンは「比較

せずには考えることはできない．そしてあらゆる科学的思考や調査もすべて比較を欠くことはできない２）
．」

と述べている． 比較は， 対象の正しい認識のためのもっとも基本的な作業の一つである３）
．

家庭科教材の開発において， 福原４）は， 生活様式の教材化という着眼点をあげ， 衣食住の生活様式の比

較から，新しい生活様式を創出する手がかりを学ぶことができると指摘している．しかし，衣食住に限らず，

さまざまな暮らしの仕方を相互に比較することを実現した例５，６）は少数にとどまっている．

　

中学校技術・家庭科に 「家庭生活」 領域が導入されてから， 従来の家庭科教育のやり方に反省が行われて

いる．
「調理や被服製作など伝統的な家庭科教育では， 教師が正しいやり方を示して， 生徒にそれを学ばせ

ることが多かった． しかし， もしも望ましい家族関係や正しい親について， 教師が一方的に教え込むような

教育が行われるとすればどうなるだろうか７）．」

　

むしろ， この世の中には多様な家族・家族関係が存在することを理解し， それらを比較検討することを通

して， どれを望ましいとするのか， 生徒自身が判断できるようになることが必要である． 家族問題だけでは

なく， 家庭科が対象とする人間生活のすべてにおいて， さまざまな生活のあり方の中で， どれか一つを正し

いと決めて，それだけを取り上げるのではなく，生活には多様なあり方が存在するということ自体を理解し，

比較という作業によって， その中から生徒自身が選択していくことが重要であろう．

　

このような考え方にもとづいて， 家庭科教育に生活の比較の方法を取り入れる具体的なやり方をすでに提

案した８）． すなわち， まず多様な生活を記述した情報を収集し， 比較生活誌データベースと名付けたデータ

ベースを構築する． このデータベースから情報検索によって得られた， いろいろな生活のあり方に関する情

報と， 自分たちの暮らしの実際とを比較することで， 自分たちの生活をあらためて見つめ直そうとする． 本

報では， この方法を実現するにあたりキーとなった比較生活誌データベースについて， くわしい報告を行う

こととする．

＝． 比較生活誌データベースの構築

１ー１． 生活の個別の事柄の比較

比較にあたっては， 何を対象とするのかがまず問題となる． ここでは， 異なる生活文化の間で生活の具体

的な個別の事柄を比較するという方針を採用した． もちろん， 生活の中で相互に結びついている個々の現象

を， 一つずつ切り離してしまわずに， 異なる生活文化の全体同士を比較するという考え方も当然ありうる．

しかし，
「現代のごとく， 生活様式が急激に変化し， 生活文化の態様が目まぐるしく変わっていく状況のも

とにあっては， 生活のなかに通時的に流れていく独自な文化の性格を読みとることは非常に難しくなってい

る９）
．」

　

このような事情から， 異なる生活文化の間で， 生活全体との関連に注意を払いながら， 生活の個別の事柄

同士を比較することにしたわけである． 具体的なところから出発して， さまざまな比較を通して， 全体の生

活の理解を目指す． 石附１０）も， 比較教育において， 個別の現象の比較から始め， 具体から本質へ迫る方法

を選択している．
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ｎー２． 生活誌情報の収集

生活の個別の事柄に関する情報を生活誌情報と名付けることにする． それらを集めて比較する目的で作ら

れた文献１１）がすでに存在する． しかし， これだけでは比較の範囲が限定されてしまう． 一方， 最近では，

生活の記録， 旅行記， 滞在記， 留学記など日本人の海外生活の記録が数多く出版されている． 広く生活誌情

報を求めるには， これらの異文化体験録を活用することが有効である． 画一化が進んだとはいえ， 日本国内

でも，まだ土地ごとにそれぞれ独特な暮らし方が残っている．国内における暮らしの記録も，広い意味の「異

文化」 の記録として， 比較の材料の情報源にすることができる．

　

これらの異文化体験録あるいは暮らしの記録には， 生活のさまざまな事柄に関する情報が， さまざまな形

で， 記載されている． 生活の個別の事柄同士を比較するにあたって， これらの記録をそのまま利用するので

は，生活誌情報を探し出すことがむずかしい．そこで，未整理のままになっている生活誌情報を広く収集し，

それらを相互に容易に比較ができるように， 加工を施し蓄積したものが比較生活誌データベースである．

上述の異文化体験録的な文献２４９点を調べて， そのうちの１０６点から， 私たちの生活と比較すると興味があ

ると思われる事実， 人々の行動・考え方・感じ方， 制度， 風習， 習慣などの事柄の情報１９０１件を収集した．

海外の事柄だけではなく， 日本国内の各地の事柄の情報も集めた． 海外の事柄に関しては現代のものに限っ

たが， 国内にあっては江戸時代後期にさかのぼるものまでを含めることにした．

＝一３． 生活誌情報の加工

収集した生活誌情報を， その情報が記述している事柄の内容， 事柄が起こった年代， 事柄に関係する人々

の性別および年齢， 事柄が起こった地域および国によって分類した． また， 検索を容易にするため， 事柄の

内容に即したキーワードを付した． 原典に当たることができるように， 書誌的情報も付した．

　

内容による分類区分と， それぞれの区分に含まれる事柄の例を， 文献１１）を参考にして表１のように設定

した． 年代による分類は，２０世紀前半までを１８世紀以前・１９世紀前半・１９世紀後半・２０世紀前半と区分し，

２０世紀後半は，１０年刻みで１９５０年代・１９６０年代・１９７０年代・１９８０年代・１９９０年代と区分した． なお， 一部の

情報は，２０世紀後半と区分した． 性別および年齢による分類は， 男性・女性・子ども・老人・男性と女性・

親と子・その他に区分した． 地域による分類は， 世界を東アジア・東南アジア・南アジア・西アジア・ヨー

ロッパ・旧ソ連・北米・中南米・アフリカ・オセアニア・その他の地域に区分 した． 国による分類は， それ

ぞれの国で区分したが， 複数の国にまたがるような事柄の場合， 各地と区分した．

＝一４． データベースの構築

　

データベースの構築はパーソナルコンピュータを用いておこなった． 使用したソフトウエアは管理工学研

究所製の桐 Ｖｅｒ．４である． このソフトウエアは現在のところまだ ＭＳ‐ＤＯＳ上で動くものであるが， ウイン

ドウズ版がまもなく出回ることになっている． また， 桐上のデータは， 他の著名なデータベースソフトウエ

アに移植することが可能である．

　

このソフトウエアはリレーショナル・データベース用であり，縦横２次元の表の形式でデータを管理する．

表の横行がレコードにあたり， 縦列がフィールドに相当する． １件の情報が１レコードとなり， それに含ま

れるデータが各フィールドに分けられて１行に収められる． 桐ではフィールドを項目と呼んでいるので， そ

れに従うことにする．比較生活誌データベースのために，生活誌情報の項目に加えて，前節で述べた各分類・

キーワードおよび書誌的情報に対応した項目を設定した （表２）．

文献にのっている事柄の記述を生活誌情報の項目に入力した． 事柄の内容を適切に表現し， しかも検索に

役立つようなキーワードを， フリーキーワードの形で付与し， キーワードの項目に入力した． 表１を参考に
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して事柄の内容を分類し， 分類区分を内容の項目に入力した． 年代・性別および年齢・地域・国名の項目に

は，生活誌情報の加工の節で述べたそれぞれの分類区分を入力した．情報の書誌的事項を，著者・書名・頁・

発行年・発行所の各項目に入力した．

皿． 比較生活誌データベースの機能

皿－１． 分類区分別に見た生活誌情報の量

比較生活誌データベースに含まれる生活誌情報は， 内容・年代・性別および年齢・地域・国名の項目に

よって分類されている． これらの項目の分類区分ごとに情報件数を示すことで， データベースに格納されて

いる情報の特徴を表すことができる．

表１

　

生活誌情報の内容による分類

分類区分

　　　　　　　

区分に含まれる事柄の例

食

　　　　　　　

日常の食事・主食・料理・食の習慣・調味料・香辛料・味覚・食

に関するマナー・食事の道具・台所用品・食に間接的に関係する

もの・外食・レストラン・喫茶店・食の言葉・噌好品・飲み物

（茶・紅茶・コーヒー） ・おやつ・アルコール・タバコ

衣

　　　　　　　

日常着・流行・民族服・伝統服・下着・素材・洗濯・おしゃれ・

装飾・美容・髪・靴・鞄・帽子・夜具・衣に間接的に関係するも１

の

暮らし・住居

　　

家屋構造・衛生（トイレ・風呂・洗面）・家具・鍵・日用品・暮

らしの用具・引っ越し・家に関わる風俗習慣・暮らしに関わる習

慣・ペット・休日の過ごし方・余暇（趣味・娯楽・スポーツ・教

養・テレビ・ショッピング・旅行・行動様式・遊び）

家族

　　　　　　

家族・親族・親子・夫婦・主婦・性別役割・結婚・離婚・出産・

育児・しつけ・老後

人間関係

　　　　

社会的な男女関係・タテ社会・ヨコ社会・共同体・同性・異性・

友人

社交・交際

　　　

お世辞・社交辞令・つきあいをめぐる社会的仕組み・社会的な贈

り物・礼儀作法・公衆道徳・接待・手紙・電話・表情（えくぼ・

八重歯）

精神文化

　　　　

文化 （演劇・芸術・芸人）・行事（冠婚葬祭・通過儀礼・年中行

事）・宗教（宗教儀礼・宗教的観光・宗教的信念・迷信・俗信・

占い・妖怪・幽霊）・死（死生観・自殺・処刑の時の態度）

心理

　　　　　　

自己主張・自然観・世界観・価値観・勤労観・美意識・思考過程

・国民性・考え方・民族性・時間に対する感覚・大衆心理・国民

的英雄

社会

　　　　　　

政治・社会制度・社会構造・情報・教育・交通・貯蓄・職業・経

済 （労働・生産・流通・貨幣・市場）

表現

　　　　　　

口癖・あいさつ・非言語伝達 （ジェスチャー）・音を表す言葉

（擬声語・擬態語・擬音語）・呼称・姓名・象徴（色・太陽・月

・花）

その他

　　　　　

民族・自然・風土・気候・病気・都市・農村・漁村・公園・観光

名所

１９０



家庭科教育のための比較生活誌データベースの構築

　

表３は， 生活誌情報の内容の項目における分類区分別の情報件数を示したものである． 衣食住や家族・精

神文化・社会の情報は多いが， 人間関係に関するものが少ない． ただし， ここでいう人間関係は， 家族以外

のものである．

　

年代の項目における分類区分ごとの情報件数を表４に示した． 比較の対象をおもに現代の生活にしている

ので，２０世紀後半の情報が全体で６７％である．１９世紀前半以前は非常に少ない．

　

性別および年齢の項目で， 分類の区分別に情報件数を示したものが表５である． 男性と女性の両方にかか

わる情報が比較的多いが， 他の区分はやや少ない． その他が圧倒的である．

　

表６には， 地域ならびに国名の項目の分類区分ごとに情報件数を示した． 地域にあっては全世界をカバー

しているが， 東アジア・東南アジア・ヨーロッパの情報が多く， 南アジアのものは少ない． 国では日本のも

のが多く， 他の国では， 飛び抜けて多いところはない． なお， データベース上の 「国名」 の項目には可能な

限り国名が記載されているが， この表においては， 情報件数が少ない国を， たとえば「その他の東アジア」

というように一括して示した．

表２

　

比較生活誌データベースの項目一覧

項目分類 項目名

情報内容の項目

　　　　　

生活誌情報

キーワー ド

内容

年代

性別および年齢

地域

国名

書誌的項目

　　　　　　　　

著者

書名

頁
発行年
発行所

表３

　

生活誌情報の 「内容」 における分類区分別件数

分類区分

　　　　　　　

情報件数

　　　

件数比率（％）

食

　　　　　　　　　　　　　　

３７６

　　　　　　　

１９．８

衣

　　　　　　　　　　　　　　

２０８

　　　　　　　

１０‐９

暮らし・住居

　　　　　　　　

２５２

　　　　　　　

１３‐３

家族 １８６

　　　　　　　　

９‐８

人間関係 ４１

　　　　　　　

２‐２

社交・交際

　　　　　　　　　　

８８

　　　　　　　　

４‐６

精神文化

　　　　　　　　　　

１８６

　　　　　　　　

９‐８

心理 ８２

　　　　　　　　

４‐３

社会 ３４７

　　　　　　

１８‐３

表現 ６８

　　　　　　　　

３‐６

その他

　

’ ６７

　　　　　　　　

３‐５

合計 １９０１

　　　　　　

１００．０

表４

　

生活誌情報の 「年代」 における分類区分別件数

年代区分

　　　　　　　

情報件数

　　

件数比率（％）

１８世紀以前

　　　　　　　　　　

３３

　　　　　　　

１‐７

１９世紀前半

　　　　　　　　　　

２４

　　　　　　　

１‐３

１９世紀後半

　　　　　　　　　

１１１

　　　　　　　　

５‐８

２０世紀前半

　　　　　　　　　

１９４

　　　　　　　

１０‐２

２０世紀後半

　　　　　　　　　

１６７

　　　　　　　　

８‐８

１９５０年代

　　　　　　　　　　　

６

　　　　　　　　

０‐３

１９６０年代

　　　　　　　　　　　

４５

　　　　　　　　

２‐４

１９７０年代

　　　　　　　　　　

１７５

　　　　　　　　

９‐２

１９８０年代

　　　　　　　　　　

４８１

　　　　　　　

２５‐３

１９９０年代

　　　　　　　　　　

４００

　　　　　　　

２１‐０

不明 ２３７

　　　　　　　

１２‐５

その他 ２８

　　　　　　　　

１‐５

合計 １９０１

　　　　　　

１００‐０

表５

　

生活誌情報の 「性別および年齢」 における

　　

分類区分別件数

分類区分

　　　　　　

情報件数

　

件数比率（％）

男性

　　　　　　　　　　　

５８

　　　　　　　

３－１

女性

　　　　　　　　　　　

１４４

　　　　　　　

７‐６

子ども

　　　　　　　　　　

１００

　　　　　　　

５‐３

老人

　　　　　　　　　　　　

５

　　　　　　　

０‐３

男性と女性 ３５３

　　　　　　

１８‐６

親と子 ３６

　　　　　　　

１‐９

その他 １２０５

　　　　　　

６３‐４

合計 １９０１

　　　　　

１００悪

１９１



菅宮

　　

健・曽我

　

佳子・上野

　

博美・佐々木和美・葛西

　

歩美・竹村

　

直子

表６

　

生活誌情報の 「地域」・「国名」 における分類区分別件数

地域

　　　　　　

国名

　　　　　　　　　

地域別件数

　　

国別件数

　

地域別件数比率（％） 国別件数比率（％）

東アジア ６３６

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３３．５

　　　　　　　

日本 ４２６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２２‐４

　　　　　　　

中国 １１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５‐８

　　　　　　　　

モ ン ゴル ５２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐７

　　　　　　　

韓国・朝鮮半島

　　　　　　　　　　　　　　

３３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐７

　　　　　　　

そ の他 の 東 ア ジア

　　　　　　　　　　　　　　

１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐７

東南アジア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４１６

　　　　　　　　　　　　　　　　

２１‐９

　　　　　　　

マ レー シア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０６

　　　　　　　　　

ｒ ５‐６

　　　　　　　

シ ンガポー ル １０１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５‐３

　　　　　　　

タイ ９８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５‐２

　　　　　　　

フィ リ ピン ５３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐８

　　　　　　　

ベ トナ ム ３７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐９

　　　　　　　

インドネシア ２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐１

　　　　　　　

その他の東南アジア

　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐０

南アジア １０

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐５

　　　　　　　

ス リラ ンカ ５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐３

　　　　　　　

そ の 他 の南 ア ジア

　　　　　　　　　　　　　　

５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐３

西ア ジア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３‐２

　　　　　　　

イ エメ ン ２７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐４

　　　　　　　

サウジアラビア ９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐５

　　　　　　　

そ の 他 の西 ア ジア

　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐３

ヨー ロツノぐ ３５８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８‐８

イギリス １１５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．○

スペイン １０１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５‐３

オランダ ３５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐８

ノ ル ウ ェー ２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐１

そ の 他 の ヨ ー ロッ パ

　　　　　　　　　　　　　

８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４‐６

旧ソ連 ３９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐１

　　　　　　　　

ロ シア ３９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐１

　　　　　　　

そ の 他の 旧 ソ連

　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐０

北米 １３２

　　　　　　　　　　　　　　　　　

６‐９

アメリカ合衆国

　　　　　　　　　　　　　　　

１１６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６‐１

カナダ １６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐８

そ の他 の 北米

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐０

中南米 ６１

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３‐２

メキシコ １９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐０

ブラジル １８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐９

その他の中南米

　　　　　　　　　　　　　　　

２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐３

アフリカ １３７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．２

ジ ンバ ブエ ３７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐９

エジプト １８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐９

その他のアフリカ

　　　　　　　　　　　　　　

８２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４‐３

オセアニア ４８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐５

オーストラリア ３６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１‐９

その他のオセアニア

　　　　　　　　　　　　　

１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐６

そ の 他 の 地 域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐２

　　　　　　　

そ の 他 の 地 域

　　　　　　　　　　　　　　　　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０‐２

合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９０１

　　　　

１９０１

　　　　　　　　　

１００‐０

　　　　　　　

１００．０

１９２



家庭科教育のための比較生活誌データベースの構築

　

表３～６の分類区分件数から， 全体として比較生活誌データベースは非常に多様な情報を格納していると

いえよう．１９０１件という情報件数は， データベースが有する情報の量として， 一般には決して多くない． し

かし， 少なすぎるということはない． むしろ， データベースとして充分認めることのできる量であろう． し

たがって， 質的に多様で， 量的にも充分なこのデータベースは， 家庭科教育において生活の比較の方法を実

現する上で， 大きく寄与することができる．

ｍ一２． 生活誌情報の検索

比較生活誌データベースでは， 各項目ごとに， あるいは複数の項目にまたがって， ＡＩの ゃＯＲの検索が

可能である． さまざまな方法で検索することにより得られる情報から， このデータベースの特徴を示すこと

が可能である．

　

項目 「内容」 で “家族” と区分され， 項目 「性別および年齢」 で “親子” と区分されたものを検索した結

果の一部が表７である． 父親の権威が強いインドネシア， 親子の間になれ合いがないマレーシア， 家族第一

主義を嫌うイギリスなど， 多彩な情報が得られた．

　

表８は， 内容の項目で “衣”， 地域で “ヨーロッパ” となっているものを検索した結果の一部である． ス

ペインの高齢者の服装， イタリア人男性の服装から， 髪を染める方法， イギリスでおもに使われている繊維

の種類まで， さまざまな情報が載っている．

生活誌情報の項目に “朝食” という言葉があり， 地域では “アジア” という情報を示したものが表９であ

る． タイの人 ，々 マレーシアの中国系住民の間では， 朝も外食が多い． 韓国・朝鮮半島では， 一日のうちで

最も重要な食事が朝食であった． インドネシアでは軽い朝食をとる． 国や民族によって， 食事に対する考え

方が非常に多様であることが分かる．

生活誌情報の項目に “礼儀” または “作法” を含んだ情報の一部を示したものが表１０である． 東アジアや

東南アジアでは長幼の序がきびしいことが分かる． 食事・喫煙の礼儀作法など， 多様な生活誌情報を知るこ

とができる．

表１１に， 生活誌情報の項目に “テレビ” を含み， 地域の項目が “東南アジア” となっている情報群を示し

た． ベトナムでは， 子ども達がファミコンに熱中している． タイでは， テレビが普及しても， 映画がそれほ

ど衰退していない． マレーシアやシンガポールでは， サッカーの中継に人気がある．

表７～１１にあげた検索結果の例は， 情報件数にして４６件， 全体の２‐４％にすぎず， 比較生活誌データベー

スが有する情報のほんの一部にすぎない． しかし， これらの検索結果はいずれも， 多様な生活のあり方を具

体的に示しており， たいへん興味深い． 中学生・高校生の 「常識」 を揺さぶり， 知的好奇心を刺激する有意

義な情報であろう．このような情報に接することが，彼ら自身の生活を見直すきっかけになる．また，
「日常」

に埋没しかねない生活に新鮮な感覚を与え， 家庭科の魅力を高めることにも役立つ．

Ｗ． 比較生活誌データベースの活用

Ｗ－１． イメージ検証授業と比較生活誌データベース

板倉１２）が提唱した仮説実験授業は，理科教育における有力な授業理論の一つである．それは，科学上のもっ

とも基礎的・一般的な概念・法則を教えて， 科学とはどのようなものかということを体験させることを目的

にしている． 仮説実験授業では， まずはじめに， 未知の事柄に関する問題を出して， 生徒に回答を予想させ

る． その予想にもとづいて， 生徒に討議をさせる． 最後にどの予想， どの仮説が正しいかを判断するために

実験を行う． 授業書と呼ばれる， 生徒と教師がともに利用する， いわば授業についての詳しいシナリオを使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９３



表
７

　

家
族

Ａ
Ｎ
Ｄ

親
子

に
よ

る
検

索
結

果
の

一
部

生
活
誌
情
報

キ
ー
ワ
ー
ド

内容
年代

性 別
およ
び 年
齢

地
域

国
名

著
者

書
名

頁
発行
年

発 行
所

マ
レー

人
は 、

し
ば
し
ば 、

私
の
よ
う
な
外
国
人
に
限
ら
ず 、

村
人
と
全
く
緑
の
線
、人
間
と 、

「里
親

・
里
子」

と
い
う
疑
似
親
子
関
係
を
結
ぶ ，

親 子
関係

家族
親 族

家族
９０
年
代

親
子

東
南
ア
ジ ア

マ
レ
ー
シ

ア

水
島

ア
ジ
ア
読
本
マ
レ
ー
シ
ア

２０
０
９３

河出
書 房
新社

マ
レ
ー
シ
ア
で
は 、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
か
あ
るＬ
・は

元々
そ
う
な
の
か
は
不
明
だ
が 、

個
人
主
義
が
徹

底
し て

お
り 、

親
と
子
の
働 こ
日
本
の
よ
う
な
な
れ
あ
い
は
な
い ，

親 子
関係

自立
扶養

家 族
９０
年
代

親
子

東
南
ア
ジ ア

マ
レ
ー
シ

ア

水
島

ア
ジ
ア
読
本
マ
レ
ー
シ
ア

２０
８
９３

河
出
書
房
新
社

家
族
の
成
員
は 、

親
子 、

兄
弟
姉
妹 、

と
も
相
互
に
比
較
的
平
等
な
関
係
に
あ
る ，

父
親
ま一
応
一
家
の

中心
・と
さ
れ
て
い
る
が
構
成
＊弱
く 、

子
供
の
親
へ
の
服
従
が 、

儒
教
的
倫
理
の
よ
う
に
一
方
的
に
強
調

さ
れ
る
こ
と
は
な
い ，

家
族

家
族
の
役
割

し つ
け

家族
９０
年
代

親
子

東
南
ア
ジ ア

タイ
綾 部

も
っ
と
知
りた

い
タ
イ

２０
３
９ ５

弘文
堂

タ
イ
の
家
族
は 、

日
本
の
昔
の
家
族
の
よ
う
に 、

基
本
的
な
教
育
の
場
で
あ
り 、

道
場
と
な
っ
て
い
ま
す

，
に
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
す
が 、

最
大
の
物
は
ク
レ
ン
ギ
ャ
イ
（ｋ
ｒｅ
ｎ ｇ
ｊ ａ
ｉ ）

と
い
う
「察

し

」
と も
・う

「 気
遣
い ｊ

で
す ，

周
囲
の
人
の
感
じ
を
ｉ 察

し 」
、
そ
れ
に
対
応
し て

自
分
の
行
動
を
決
定

す
る
わ
け
で
す ，

つ
ま
り 、

「 尊
敬 ｊ

や
「 従
順」

や
「謙
遜 」

や
「 丁
寧
さ 」

を
表
わ
す
こ
と
に
よ
っ

て 、
他
人
に
好
か
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す ，

し つ
け

思
い
や
り

行
動
様

式
人間
関係

家族
８０
年
代

親 子
東
南
ア
ジ ア

タ
イ

猪 原
東
南
ア
ジ
ア
の
生
活
文
化
入
門

４４
８ ９

日
本
生
産
性
本

部

…
こ
の
国
で
は
父
親
の
権
或
は
未
だ
に
衰
え
て
は
い
ま
せ
ん ，

年
齢
は
家
庭
内
で
の
権
威
の
序
列
を
表

わ
しま

す ，
父
親
に
逆
らう

こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん ，

子
供
た
ち
は 、

き
わ
め
て
自
然
に
親
の
権
威

を
認
め
て
い
ま
す ，

父 子
家族
関係

敬意
尊

数
反抗

家 族
８０
年
代

親
子

東
南
ア
ジ ア

イ
ン
ド ネ

シ
ア

猪 原
東
南
ア
ジ ア
の
生
活
文
化
入
門

１ ７
１
８ ９

日
本
生
産
性
本

部

一
母
親
の
力
も
た も
・し

た
も
の
で
す ，

第
一
に 、

財
布
を
握
る
の
は
た
い
て
い
の
家
庭
で
は
母
親
だめ
・

ら
で
す ，

第
二
に 、

母
系
社
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど 、

母
親
と
子
供
の
結
び
付
き
が
強
い
か
ら

で
す ，

そ
の
母
親
が 、

子
供
に
父
親
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
教
育
は
す
の
で 、

象
徴
的
で
あ
る
に
せ
よ 、

父
親
の
棒
或
は
保
た
れま

す ，

家庭
経済

母 子
関係

家庭
教育

家族
８０
年
代

親
子

東
南
ア
ジ ア

イ
ン
ドネ

シ
ア

猪原
東
南
ア
ジ ア
の
生
活
文
化
入
門

１ ７
１
８ ９

日
本
生
産
性
本

部

離
婚
時
の
養
育
権
・
＝
ア
メ
リ
カ
の
場
合
ほ
と
ん
ど
が
妻
亀
夫
鯖
は
父
親
と
し て

ど
も
が
１
８

に
な
る
ま
で
養
育
費
の
支
払
い
義
務
が ，

た
と
え
妻
が
大
富
豪
と
再
婚
し て

も 、
父
親
と
し て
の
義
務
は

残
る ，

家
族
．
親
子

父
母

育
児

扶養
家族

８０
年
代

親
子

北米
合衆
国

高
橋
俊
江

渡
る
ア
メ
リ
カ
鬼 ；
蝕
し
ｌ

ー０
ー
８９

徳 岡
書店

理
想
の
親
子
関
係
・
・
・
親
子
の
ふ
れ
ぁ も
・は
で
き
る
だ
け
控
え
め
に 、

形
式
ば
っ
て
い
る
こ
と
悲
し

く
て
も 、

怪
我
を
し て

も 、
虐
め
ら
れ
て
も 、

お
腹
が
空
い
て
い
て
も
親
に
訴
え
な
い ，

よ
ほ
どの
重
病

で
な
け
れ
ば
親
に
言
わ
な も
・ ，

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン力
堆
く
て
も
す
む
よ
う
に
し
た
家
庭
が
理
想 ，

｛独
立
心
や
自
立
心
を
養
う
た
め）

考
え
方

教
育

　

し つ
け

親
子

理
想
の
子
ど
も

家族
２０
後

親
子

ヨ
ー
ロ
ツ
パ

英
グ
リ
ン

イ
ギリ

ス
人

１２
８
８７

研究
社出
版

イ
ギ
リ
ス
人
は
家
族
第
一
主
義
を
嫌
う ，

子
供
は
家
族力
・ ら
恩
恵
を
受
け
よ
う
と
しな

い ，
た
だ
し 、
家

族
の
面
倒
を
見
る
義
務
も
感
じな
も・
，
困
っ
た
と
き
に
は
国
の
世
話
に
な
る
方
を
選
ぶ ，

（ ス
コ
ッ
トラ

ン
ド 、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド 、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
は
そ
う
で
も
な
い ，

）

考
え
方

老
後

親
の
世
話

恩
恵

子
ど
も

家族
２０
後

親 子
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

英
グ リ

ン
イ
ギ
リ
ス
人

１３
３
８７

研究
社出
版

ン
◆

　　

ル
ー
ン
ｉ

　

ウ
エ
ー

曝 時

　　

感 ・ 噂 齢

　

感 ＊ ・ ｈ 覇

　

磁 搬 ・ 酔 ふ 著 書 鼎 ・ 競 圏

　

鈴 鼎 ・ 愈 孝

　

耐
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ド
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注
意 澱
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ド
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小り 越 戚

暇 慧
為
や 粒
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は
ヤ リ ぬ
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鞭 卿 瞬

；
醸
丑爆
心 韓
婚

眠 鵡

心 愛 や 畦

足徽鮭Ｔ Ｃ
漣
ｖＵ 為 奏 瀧

Ｓ
中
。ぬ Ｖ
｝ 贋

岬購
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申
噂細
く
杖
キ
ャ
，凝
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製
機 ぱ 礎

製
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鮭
に Ｖ
し
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象 狐

石
製
小卑
に

製
；
心 ｖ 掛

川
越 瞳
縦
Ｓ
リド
愛
。；
誓わ お 比 隊

長
Ｊ Ｓ 命

５
醸 Ｊ

凝 比
激
越 瞬 蹴
琳
ー部
Ｓ

中 導

ぬ 樽 石 冊

峠 比
に 瞭

．為
製
Ｓ
ぬ樽 ぬ 〜 “ 帯

数
レ
Ｊ
〜へ
ｍふ
赤 ト
ハ
岬 曝
５
醸 為 心 部

甚

呈
ー
戟 こ り

。型
小中
為 柳
田 芝 一 堂 一

。ぬム
レ機 弾 睡 ； 窯 後

﹈
唖 象
汁
Ｓ 牌 掛 髄 Ｓ ハ

ヤて
Ｋ
１ ・

　  　  　  　  　  　  　  　  　

。ー ・ ｖ

５ ｝
＃
心
殺
ぐ
小霊
足
一  鰻 鰻 梯

礎
堪 桂 一

工 雷
杖
）に岬
ト

ー
ロ
塾三 〜
お
中
り
。峰

舟
Ｓ
ぬ 土
丘
岬ト
ー
ロ
はこ
申
／ ド
ｈ に 拳
脚冊 一 癖 漣

粒三
足
軍 艦

リ
中
。

； ” ” 丘

曙為 汁

甚
土製 に

感製
材
ぬド
；

。ー
三 十 ー ｝

ド 懸

岬
ト
ー
ロ
烹 機 弾 ５

特

に
撰 Ｓ
叩く
争遮 春

韓 ぬ

。；
韓
弛捧 甚
比 舜
り 心 ｖ

猛 叩
く 鰹 ． 禅 聴 撫

柳
ハ ヤ

マ
Ｋ
１ ・

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

。ゑ

ｂ ≦

心禍樽鍵心 ｕ 小
５ 〜 て

ト
瀞Ｋ
．｝
舟
ド献 奏
叫 雌
心製
；鑓 岬 酵

。ぬ５ ｝
Ｃ Ｑ
姿
Ｖ 減 石 〜

“

小 ５
導
シ 蟹
岬 凝
Ｐ癌 漣

； 翠 巻

中
のＰ
癌
糎
嘘 柳
Ｐ
纏
無
競
へ
泳 ー

一
心
Ｋ
１ ・
） 蛮 岬 競

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

。輝 こ 心

べ
戦
は
瓶 灘 Ｓ

々 ＜
．に ぬ 賦

し
赴
岬
ー ｔ 掛

合
ム
ＩＮ
Ｓ 郵 緯

．足
小
社
二 や
；
〜
田 準 Ｋ

Ｓ
ハ
ヤ
マ
Ｋ
．｝

韓蹴
態
〜
ー
Ｋ ヤ 特

報
聾
ー
小；
ヤ
慾
掴
麟
Ｓ
電
Ｗ Ｓ 孤

芝
墜 舷 Ｓ 軍

ー 十  ｋ ”

小 ｎ リ ・

ム
ハ ふ

ー ・

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

。噂
； ｝
Ｊ 終 り 機

は
溝
小 石 要 心

Ｊ 釈 迦

へ
ｍ
ふ
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潟
人

ｎ
ｓ ド
﹈
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Ｓ ム
ー
ＲＫ
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ヤ
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心
岳
製
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柊
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ド
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ト
母 堂 ぬ ；

．ｖ 震
一 般
ー
鮭 競 … ◎ ｛

ャユ

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

。；
漣 急
｝
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艇
粋
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表
９

　

朝
食

Ａ
Ｎ
Ｄ

ア
ジ
ア

に
よ

る
検

索
結

果

　　　　　　　　　　　　　　　　　

生
活
誌
情
報

　　　　　　　　　　　　　

キ
ー
ワ
ー
ド

　　　

内
容

　　

年
代

　

性
別
お
よ
び
年
齢

　　

地
域

　　

国
名

　　

著
者

　　　　　

書
名

　　　　

頁
発
行
年

　　

発
行
所

食
事
は
六
時
頃
の
朝
食
と
夕
方
六
時
頃
の
夕
食
が
主
で 、

小
魚
や
野
菜
の
は
い
っ
た
汁
を
副
食
と
す
る ，

　

日
常
食

ア
ル
コ
ー
ル

料
理

　

食

　　

不
明

　　

他

　　　　　

東
南
ア
ジ
ア

　

ベ
ト
ナ
ム

坪
井

　　　

ア
ジ
ア
読
本

ヴ
ェ
ト
ナ
ム

　　　

８１
９ ５

　　

河
出
書
房
新
社

米
粉
で
造
っ
た
う
ど
ん
も
食
べ
る ，

食
事
の
際
に
は
大
量
の
モ
ヤ
シ
や
生
野
菜
を
ヌ
オ
ッ
ク
マ
ム
（ 魚
誓

　

）
に
つ
け
て
と
る ，

酒
に
は
米
焼
酎
と
ブ
ドウ
酒
が
あ
る ，

つ
ま
み
の
類
は 、

生
の
に
ん
に
く 、

と
う
が

　

ら
しく

ら
い
で 、

そ
れ
ら
を
か
じ
り
な
が
ら
酒
を
飲
む ，

中
国
系
の
外
食
の
頻
度
に
は 、

鷲
力・
さ
れ
る ，

一
街
に
無
数
に
あ
る
屋
台
で
の
朝
食
や
昼
食
は
も
ち
ろ

　

外
食

食
生
活

核
家
族

一

　

食

　　

、
９０
年
代

　

男
女

　　　　

東
南
ア
ジ
ア

　

マ
レ
ー
シ

柴
田

　　　

マ
レ
ー
シ
ア
に
んモ
チん

事
情

　　　

７７
、
９３

　　

岩
波
書
店

ん 、
夕
食
や
サ
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
習
慣
的
な
夜
食
ま
で
ｒ 毎

日
外
食
だ
よ 」

と
い
う
人
が
少
な
く
な
い ，

人
暮
ら
し

　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ア

特
に
独
身
者
や
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
は 、

そ
う
だ ，

　

い
ろ
ん
な
米
の
粉
料
理
が
あ
り
ま
す
が 、

そ
れ
ら
は
朝
食
の
ご
は
ん
代
り
で
す ，

近
年
は
市
販
の
パ
ン
に
・
米
粉

家
庭
料
理

伝
統
食

　

食

　　

９０
年
代

　

他

　　　　

，
南
ア
ジ
ア

　　

ス
リ
ラ
ン・

陣
内

　　　

世
界
の
食
べ
物
こ
ん
に
ち
は

　　　

６５
９５

新
日
本
出
版
社

　

カ
レ
ー
煮
を
そ
え
る
家
庭
がぷ
、え
た
と
は
い
え 、

米
の
粉
料
理
に
よ
せ
る
愛
着
瞭
づ
よ
い
も
の
力
侮
る

　

粉
食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
力

と
聞
き
ま
し
た ，

ナ
レ
マ
…
．
マ
レ

般
的
な
朝
食
を
指
す
言
葉
で
あ
りゞ

“
ナ
ツ
・
ミ
ル
ク
で
炊
い
た
白
・
食
生
活

主
菜

主
食

朝
食

　

食

　　

９０
年
代

　

他

　　　　　

東
南
ア
ジ
ア

：
マ
レ
ー
シ

水
島

　　　

ア
ジ
ア
読
本
マ
レ
ー
シ
ア

１１
８
９３

　　

河
出
書
房
新
社

　

い
ご
飯
に
、
イ
カ
ン
．
ビ
リ
ス
（ イ

リ
コ
）
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
カ
リ
カ
リ
に
油
で
妙
め
た
も
の
、
サ
ン
バ
、

　　　　　　　

●

　　　

，

　　　　　　　　　　　　

ア

ル
・
ブ
ラ
チ
ャ
ン 、

き
ゅ
う
り ，
が
一 、

二
切
れ 、

さ
ら
に
は
目
玉
焼
き
か
ゆ
で
卵
が
つ
い
て
く
る ，

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
都
市
型
の
生
活
が
普
及
した
現
在
で
は一

朝
食
を
簡
単
に
す

　

食
生
活

朝
食
の
内
容

朝
型

　

食

　　

．
９０
年
代

男
女

　　　

，
東
ア
ジ
ア

　　

韓
国
・
朝 ．

石
毛

　　　

食
の
文
化
地
理

　　　　　　

３ ６
９５

　　

朝
日
新
聞
社

　

ま
せ
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た ，

し
か
し 、

伝
統
的
な
朝
鮮
半
島
の
食
生
活
に
お
い
て
は 、

一
日
の
中
で
．
食
生
活

　　　　　　　　　　　

、

　　　　

，

　　　　

鮮
半
島

　

、
い
ち
ば
ん
重
要
な
食
事
が
朝
食
で
あ
っ
た ，

朝
か
ら
肉
や
魚
の
つ
い
た
品
数
の
多も
・食
事
を
た
っ
ぷ
り

っ
と
食
べ
た
の
で
あ
る ，

、
朝
食
は 、

バ
ナ
ナ
や
マ
ニ
オ
ク
を
湯
げ
た
も
の
に
砂
糖
を
つ
け
て
食
べ
た
り 、

ナ
シ
ゴ
レ
ン
に
目
玉
焼

　

朝
食

食
生
活

軽
食

飲
料

　

食

　　

９０
年
代

　

．
男
女

　　　　

東
南
ア
ジ
ア

　

イ
ン
ド ネ

石
毛

　　　

食
の
文
化
地
理

　　　　　　

８ ９
９５

　　

朝
日
新
聞
社

で
す
ま
せ
た
り 、

と
い
っ
た
程
度
の
軽し
・食

事
で
あ
る ，

朝
食
の
さ
い
に
は 、

紅
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　

シ
ア

　

タ
イ
で
は
外
食
が
多
い ，

出
勤
前
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
０
Ｌ
が
路
上
の
一
膳
飯
屋
で
朝
食
を
よ
く
と
っ
て

　

外
食
産
業

食
生
活

惣
菜

　

食

　　

鱒
年
代

　

男
女

　　　　

東
南
ア
ジ
ア

‐
タ
イ

　

村
井

　　　

漫
画
で
読
む
東
南
ア
ジ
ア

　　

′

　

７４
９２

　　

筑
摩
書
房

　

い
る ，

お
か
ゆ
屋
や
揚
げ
パ
ンを

売
る
屋
台
な
ど 、

出
勤
前
の
人々

を
ね
ら
っ
た
屋
台
は
朝
も
九
時
を
過

　

家
事
労
働

　

ぎ
る
と
姿
を
消
す ，

手
ご
ろ
な
お
か
ず
を
売
る
店
も
多
い
の
で 、

勤
め
を
終
え
て
帰
る
女
性
た
ち
に
と
っ

て
は
と
て
も
便
利
だ 。

…
．現

在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
に
ど
ん
ど
ん
ク
ー
ラ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
っ
て
お
り

　

冷
房
社
会

国
民
性

家
屋
楢

　

暮
ら
し
・

８０
年
代

　

槍

　　　　　

東
南
ア
ジ
ア

　

シ
ン
ガ
ポ

小
竹

　　　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
お
も
し
ろ
い

　　

３８
８ ５

　　

勤
草
書
房

　

、
今
あ
る
冷
房
タ
ク
シ ←

に
加
え
て 、

近
い
将
来
冷
房
バ
ス
も
登
場
す
る
だ
ろ
う ，

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は

　

造
社
会
傾
向

交
通
機
関

　

住
居

　　　　　　　　　　　　　　

－
ル

　

、
冷
房
の
き
い
た
自
宅
で
朝
食
を
と
り 、

冷
房
つ
き
の
車
に
乗
っ
て 、

こ
れ
ま
た
冷
房
が
は
い
っ
た
オ
フ

　

ィ
ス
へ
通
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る ，

朝
食
は 、

朝
の
飲
物
と
し
て
の
お
粥
と
前
日
の
残
り
物 、

霞
頭 、

漬
物
が
一
般
的 ，

都
会
で
は
卵
料
理
や

　

朝
食

　

日
常
食

　　　　

食

　　

２０
前

　　

他

　　　　　

東
ア
ジ
ア

　　

中
国

　　

竹
内
・
羅

中
国
生
活
誌

　　　　　　

２０
８ ７

　　

大
惨
館
書
店

そ
う
め
ん
を
食
べ
る
家
も
あ
る ，

中
国 ，

著
者
の
母
は 、

朝
食
に
パ
ン
（食

パ
ン
か
小
型
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン）

と
コ
ー
ヒ
ー 、

半
熟
の
卵
を
食
べ
て

　

朝
食

洋
食

パ
ン

バ
タ
ー

　

食

　　

２０
前

　　

他

　　　　　

東
ア
ジ
ア

　　

日
本

　　

酒
巻

　　

・
お
て
ん
ば
歳
時
記

　　　　　

７７
７９

　　

草
思
社

　

い
た ，

パ
ン
は
火
鉢
で
焼
い
て
い
た
が 、

焼
き
加
減
が
難
し
か
っ
た ，

バ
タ
ー
は
三
里
塚
の
御
料
牧
場
で

　

食
習
慣

で
き
る 、

蕩
に
入
っ
た
も
の
を
使
っ
て
い
た ，

日
本 ，

東
京 ，

耐 時

　　

祷 ・ 啄 棒

　

醇 ・ ｈ 覇

　

壕 搬 ・ 宗 ふ 勢 者 鼎 ・ 鰻 園

　

弊 搬 ・ 孝 な

　

耐



表
ｌ
ｏ

　

礼
儀

Ｏ
Ｒ

作
法

に
よ
る

検
索

結
果

の
一

部

生
活
誌
情
報

キ
ー ．
ワ
ー
ド

内 容
年代

性
別
お
よ
び
年
齢

地
域

国名
著 者

書
名

頁
発
行
年

発 行
所

伝
統
的
作
法
に
よ
れ
ば 、

年
下
の
も
の 、

あ
る Ｌ
、は
外
か
ら
来
た
客
の
方
が
線
挨
拶
を
しな

け
れ
ば
な

ら
な
い ，

接
待
す
る
例
も 、

外
か
ら
複
数
の
人
が
や
っ
て
来
た
ら
誰
が
一
番
年
長
か
を
尋
ね 、

そ
の
人
に

最
初
に
挨
拶
し酒

な
ど
を
ふ
る
ま
う ，

マ
ナ
ー

礼
儀

年
功
序
列

習慣
社
交
・
交

康
不
明

ｆ鴇
東
ア
ジ ア

モ
ン
ゴ
ル
鋼

モ
ン
ゴ
ル
は
面
白
い

２３
７
９３

ＴＲ
Ａ
ＪＡ
Ｌ
Ｂ
粗

Ｓ

昼
食
が
一
日
の
内
で
一
番
大
き
な
食
事
で 、

自
宅
で
昼
食
に
招
く
の
は
最
高
の
お
も
て
な
し
で
あ
る ，

食
事
の
始
ま
る
二
～
三
時
間
前
に
納
ま れ
て
持
ち 、

食
べ
終
わ
っ
た
ら
さ
っ
と
帰
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
ら

し
い ，

接
待

礼
儀

マ
ナ
ー

作
法

社
交
・
交

際
不
明

他
ア
フ
リ
カ

エ
ジ
プ
ト
伊佐

サ
ラ
ー
ム
！
エ
ジ
プ
ト

２ ６
９２

西
田
書
店

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は 、

行
儀
作
法
は
家
庭
の
問
題
で
あ
っ
て 、

学
校
の
責
任
で
は
な も
・ ，

教
育

家
庭
教
育

　

し つ
け

礼儀
社 会

７０
年
代

子
オ
セ
ア
ニ
ア

オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

佐 藤
オ
ー
ス
トラ
リ
ア
か
ら の
手
紙

４ ９
８５

堀
書房

盆 キ
こ入
っ
た
乳
製
品
が
小
卓
に
運
ば
れ
る ，

切
り
餅
を
積
み
重
ね
た
よ
う
に
盛
ら
れ
た
ア
ー
ロ
ー
ル
の
上

に 、
卵
焼
き
を
二
つ
折
り
に
した

よ
う
な
半月

状
の
ウ
ル
ム
が
載
っ
て
い
る ，

／
客
人
は
ま
ず
ウ
ル
ム
を

つ
ま
み 、

そ
れ
か
ら
ア
ー
ム
ー
ル
を
口
に
す
る
の
が 、

昔
か
ら
の
作
法
と
さ
れ
て
い
る ，

食事
礼 儀

接待
も て
な

し
食

９０
年
代

ｆ也
東
ア
ジ ア

モ
ン
ゴ
ル

日
本
・
モ
ン
ゴ

ル友
好協
会

モ
ン
ゴ
ル
入
門

９３
９３

三
省
堂

韓
国
へ
行
っ
た
と
き
に
教
わ
っ
た
食事
［ 作
法
に
よ
る
と 、

汁
ば
か
り
難
な
く 、

飯
も
ス
プ ー

ン
で
す
く

っ
て
食
べ
る
の
が
正
式
で
あ
る
一
・ っ
た
ん
ス
プ ー

ン
を
手
に
した

ら
ば 食

事
が
終
わ
る
ま
で
膳
に
置
く

こ
と
を
し
な
い ，

ハ
シ
を
使
う
と
き
に
は 、

ス
プ
ー
ン
は
飯
勘
・ 、
汁
椀
に
立
て
か
け
て
お
く

シ
の

用
途
は
お
か
ず
を
つ
ま
む
こ
と
に
あ
る ，

ハ
シ
を
休
め
る
と
き
に
は 、

膳
の
上
に
横
た
え
て
お
い
て
よ
い

食
事

マ
ナ
ー

ス
プ
ー
ン

～
使 用
法

合 艮
７０
年
代

男
女

東
ア
ジ ア

韓
国
・
朝

鮮半
島

石
毛

食
卓
の
文
化
誌

ｌｏ
９３

岩波
書 店

地
位
や
身
分
の
高
い
人
間
に
対
す
る
礼
儀
作
法
は 、

マ
レー
社
会
で
は 、

重
要
だ ，

…
・ 私
の
母
を
紹
介

し
た
と
き
の 、

友
人
た
ち
の
豹
変
ぶ
り
…
・突
然 、

慎
ま
し く
礼
儀
正
し
い
淑
女
に
な
っ
て 、

母
に
採々

と
頭
を
下
げ
て
挨
拶
し て

い
る
の
だ ，

礼 儀
挨 拶

習慣
民族
性

自
己
表
現

人
間
関
係
９０
年
代

男
女

東
南
ア
ジ ア

マ
レ
ー
シ

ア

柴
田

マ
レ
ー
シ
ア
に
ん
げ
ん
事
情

３ ９
９３

岩波
書 店

目
上
の
人
や
年
長
の
人
に
対
す
る
礼
儀
を
守
る
こ
と
を 、

タ
イ
人
は
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る ，

国民
意 識

礼儀
作法

国民
性

心
理

８ ０
年
代

男女
東
南
ア
ジ
ア

タ
イ

岩城
日
タ
イ
比
較
文
化
考

１２
８ ５

瞬
書 房

「 何
も
規
制
随
い 」

と
は
い
う
も
の
の 、

少
い ま
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
ふ
つ
う
は 、

都
会
で
は 、

左
手
に
持
っ
た
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
物
を
右
手
の
ス
プ
ー
ン
に
入
れ 、

そ
れ
を
口
に
入
れ
る
と
い
う
東
南
ア
ジ

ア
の
多
く
の
国
の
作
法
で
す ，

ス
プ
ー
ン
は
ナ
イ
フ
代キ
）り
に
な
り 、

と
て
も
便
利
で
す ，

も
っ
と
も 、

田
舎
に
行
く
と 、

右
手
の
五
本
指
だ
け
で
足
り
て
い
る
よ
う
で
す ，

お
箸
は
麺
類
や
春
巻
な
ど
中
国
式

の
食
べ
物
を
食
べ
る
と
き
だ
け
に
限
る
よ
う
で
す ，

も
っ
と
も 、

中
国
系
の
家
庭
で
は 、

当
然
の
こ
と
な

が
ら 、

お
箸
を
使
っ
て
い
ま
す ，

食 事
作法

食 物
運 榛
具
箸

ス
プ
ー
ン

ナ
イ
フ

食
器

手

食
８ ０
年
代

男
女

東
南
ア
ジ ア

タ
イ

猪 原
東
南
ア
ジ ア

の
生
活
文
化
入
門

５７
８ ９

日
本
生
産
性
本

部

女
難
ま 喫
煙
は
せ
ん ，

男
性
の
喫
煙
者
も
年
長
者
の
前
で
は
吸も
・ ま
せ
ん ，

で
す
か
ら 、
煙
草
を
吸も
・

な
ナ
掴
ま 、
年
長
者
や
同
席
都
議
ず
断
わ
る
の
が
礼
儀
で
す ，

タ
バ
コ

健
康

礼
儀

序
列

食
８０
年
代

男女
東
南
ア
ジ ア

マ
レ
ー
シ

ア

猪 原
東
南
ア
ジ
ア
の
生
活
文
化
入
門

９３
８ ９

日本
生 産
性本

部
上
流
階
級
社
会
で
は
八
歳
も
しく

は
十
歳
か
ら 男

好ま
席
を
同
じ く

しな
しに

と
が
礼
儀
と
さ
れ
れ
・る

礼儀
習わ
し
教 育

性意
議
子
ど も

上 流
社 会

性
差
別

人
間関
係

１ ９
前

子
東
ア
ジ ア

韓
国
・
朝

鮮
半 島

釣
朝鮮
事情

２１
３
７９

平 凡
社



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表
＝

　

テ
レ

ビ
Ａ
Ｎ
Ｄ

東
南

ア
ジ

ア
に

よ
る

検
索

結
果

の
一

部
　

生
活
誌
情
報

キ
ー
ワ
ー
ド

内容
年
代

性
別
お
よ
び
年
齢

地
域

国
名

著 者
書 名

頁
発 行
年

発
行
所

・
・
・
少
し 下

火
に
は
な
っ
た
が
ビ
デ
オ
が
あ
る ，

九
一
年
か
ら
九
三
年
ま
で
は
海
賊
版
ビ
デ
オ
屋
が
大

繁
盛
し
た ，

香
港
製
の
空
手
も
の
や
ア
メ
リ
カ
製
ド ラ
マ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ビデ
オ
が
貸
し
出
さ
れ
て
い

る ，
テ
レ
ビ
を
所
有
す
る
人
が
増
え
た
の
に 、

ろ
く
な
番
組
を
放
送
しな
い
国
営
テ
レ
ビ の

方
針
に
反
発

し て
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
に
殺
到
した

と
言
え
る
で
あ
ろ
う ，

娯
楽

レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ

映 画
暮
ら
し
・

住 居
不
明

他
東
南
ア
ジ ア

ベ
ト
ナ
ム
坪井

ア
ジ ア

読
本

ヴ
ェ
トナ
ム

２４
８
９５

河出
書 房
新社

・
・
・
テ
レ
ビ
利
用
の
一
環
と
し
て 、

子
供
た
ち
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
に
狂
っ
て
い
る ，

こ
れ
も
海

賊
版
だ
が 、

日
本
の
ソ
フ
ト
の
コ
ピ
ー
が
大
量
に
出
ま
わ
っ
て
い
る ，

娯
楽

遊
び

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ゲ
ー
ム

暮
ら
し ・

住
居

不明
子

東
南
ア
ジ ア

ベ
ト
ナ
ム
坪井

ア
ジ ア

読
本

ヴ
ェ
トナ
ム

２４
９
９ ５

河出
書房
新社

サ
ッ
カ
ー
は 、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最
も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る ，

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
交

え
て 、

各
州
ご
と
の
代
表
を
集
め
た
セ
ミ
プ
ロ
の
リ
ー
グ
が
存
在
し 、

シー
ズ
ン に
入
る
と
頻
繁
に
テ
レ

ビ
で
中
継
さ
れ
る
し 、

優
勝
を
か
け
た
試
合
に
な
る
と 、

地
方
か
ら続々

と
バ
ス
や
車
を
連
ね
た
応
援
団

が
駆
け
つ
け
る ，

娯
楽

ス
ポ
ー
ツ

サ
ッ
カ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー

暮
ら
し
・

住
居

９０
年
代
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家庭科教育のための比較生活誌データベースの構築

うことも， この授業の特徴の一つである．

　

板倉１３）は， のちに仮説実験授業の方法を， 理科から社会科など他の教科の授業に発展させて， イメージ

検証授業というものを提案している． これは， たとえば社会に関する基礎的な概念を， 言葉による定義とし

てではなく， 生徒に， イメージとして頭に描かせるためのものである． 板倉は 「イメージというものは人が

誰かに直接伝えることのできないものだ． あることに関係するいろいろな事実を知って， 人はそれを一つの

イメージにまとめあげる」， したがって，
「イメージそのものは与えることができないにしても， そのイメー

ジを構成するもととなる一連の事実は教え与えることができる．」 としている． さらに， 板倉は， 仮説実験

授業というものはイメージ検証授業の一種で， その授業でとりあげる概念・イメージが科学的に明確に定義

しうるとき， イメージ検証授業は仮説実験授業になりうる． つまり， イメージ検証授業の方が仮説実験授業

より広い概念で， 後者は前者のうち特に理論的基礎の明確なものであると述べている．

　

比較生活誌データベースは， 人々の日常の暮らしにかかわる大量の情報を格納している． 生活に関するさ

まざまなイメージを作り上げるのに必要な，一連の事実についての情報を，そこから探し出すことができる．

したがって， 生活にかかわるテーマでイメージ検証授業を行うとしたとき， 比較生活誌データベースは， こ

のタイプの授業にまことにふさわしい， 情報の材料源として有効に活用できる． 特に， データベース の情報

検索は， 仮説実験授業において実験が果たしていた役割を担うことができよう． 人々の生活に関するさまざ

まな概念の教育にあたっては， 比較生活誌データベースはうってつけの教育資源である．

ｙー２． 家族に関する教育

　

「家庭科の中で， 家庭を構成している人間の問題についての関心が高まり， 家族についての学習が増える

傾向にあることは大いに歓迎すべきことである７）．」 中学校の教師達も， 中学校技術．家庭科の家庭生活領

域に家庭経営や家族関係などを導入することに積極的である１４）
． しかし実際には， 家族の問題を取り上げ

るはずの家庭生活領域の教育内容の中で， 家庭の仕事， すなわち家事技術の占める割合が非常に高い１５）．

家庭生活領域が新設された意義を考えれば，その教育内容として，家族の問題を中心的に扱う必要があろう．

従来の技術中心のカリキュラムから脱皮して，中学生が自分自身の生活と，他のいろいろな生活とを比較し，

生活や家族を認識できるようにすることが重要である１６）． パジャマや行事食を上手に作れるかどうかより

も， 夫婦や親子などの家族の人間関係のあり方の方がめいめいの生活に大きな影響を与え， 将来の生活を左

右する７）． 高校生にあっても， 家庭生活に関する学習を通して， 自分の， 地域の， 地球的規模での人間の生

活に関心を持ち自分の生き方とのかかわりで考えることが望まれている１７）．

　

このように家族の教育に対しては大きな期待が寄せられている． その実際の教育方法として， ケーススタ

ディ．劇化．ゲームなどが提唱されている１８）．比較生活誌データベースも， 家族の教育に活用可能であり，

利用方法の具体化を今後の課題としていた８）．

　

そこで， 家族についてのイメージを作り上げることを目的として， イメージ検証型の授業書 「家族」 およ

び「家族とは何か」 の作成を試みた． 授業書 「家族」 では， 最近の霊長類の研究のデータなどから， 人類に

家族が出現したプロセスを扱うことで， 家族のイメージ形成を目指し， さらに， 比較生活誌データベースに

よる情報検索をまじえて， 現在の家族が抱える諸問題を取り扱っている１９）． 授業書 「家族とは何か」 にお

いては， 同様に比較生活誌データベースを活用しながら， 結婚・離婚・性別役割などの観点から， 家族がさ

まざまなあり方を示すこと， すなわち， 家族の多様性に取り組んでいる２０）．

Ｗー３． 衣生活についての教育

現行の指導要領は， 中学校技術・家庭科の被服領域の目標の項で， 日常着や手芸品の製作を通して， 生活

１９９
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と被服との関係について理解させ …

　

，と述べている．すなわち，目標の一つは，
「生活と被服との関係」

について理解させることである． 内容の項にも，（１）簡単な被服の製作，（２）手芸に続いて，（３）生活と被服との

関係について考えさせる， という記述がある． 第１と第２の製作と手芸については， 指導すべき事項がくわ

しく述べられている． ところが， 第３の生活と被服との関係については， それが具体的にどのような事柄を

指すのか， また， それをどのように指導したらよいのか，、何も触れられていない．

　

被服教育については， 製作をどう扱うべきか， さまざまな角度から論議が行われて来た． しかし， 実際の

教育現場では製作の授業が多い． 生活と被服との関係に相当するものとしては， たとえば， 着装についての

授業が行われているようである２１）
． 作る暮らしから選ぶ暮らしへ， というように被服の購入時の選択の問

題を取り上げることも目につく． このように， 生活と被服との関係にあたるものがないわけではないが， 概

して， 個人の生活の範囲にとどまっていることが多いようである．

　

生活と被服の関係をどのようにとらえるか， さまざまな立場があり得よう． しかしこの関係を個人の生活

に限定せず， もっと広くとらえることがあってよい． 日常の生活， 普段の生活は，
「日常」 ・ 「普段」 の言

葉から「ありきたり」 ということがイメージされるように， そのままでは知的好奇心を刺激するものではな

い． 毎日の暮らしを対象としてものを考えるには， 何らかの “刺激” が必要である．

　

たとえば， 木綿の採用が日本人の感性を著しく細やかにした， という柳田２２）の指摘などは， 日常普段の

衣生活に， 新鮮な感覚を覚えさせるのではなかろうか． また， 現在では， 私たちの衣生活は， 被服を購入す

るところから始まり， 被服の生産・流通は目に見えないものになってしまっている． しかし， 商品としての

被服というものには，生産や流通に携わる人々の知恵と汗，あえて言うならば彼らの生活が込められている．

これらの人々の生活が， 被服という商品を媒介として， 消費者の衣生活とつながっている． 現代社会におけ

る人と人のつながりの多くはこういう形であろう． 消費者は孤立して存在しているのではない． このような

人と人とのつながりが， 私たち消費者の衣生活の基礎構造として存在している． 生産・流通で働く人々の様

子２３）をリアルに伝えることができれば， それはまた， 生活と被服との関係に新しい目を向け， 人間の世界

の理解につながることになろう．

　

このような観点から， 比較生活誌データベースを活用して， 広くとらえた生活と被服との関係そのものを

教育内容とすることが可能であると考える． この分野でも， 家族の教育で具体化したのと同様に， 実験を比

較生活誌データベースの情報検索で置き換えた， イメージ検証型の授業を作り出すことができよう．

Ｗー４． その他の家庭科教育

　

日本における米の炊き方は炊き干し法と呼ばれ， 私たちはこの方法に何の不思議も感じない． ところが炊

き干し法は米を食べる世界では少数派であって， 日本以外では， 米の煮汁を途中で絞り流す， 湯取り法が主

流である２４）
．

　

日本でバンといえば， 西欧型の食パンに代表されるものが主である． 同じ小麦のパンであるのに， インド

のナンに代表されるようなパンは， 最近に至るまでほとんど普及しなかった． 小麦の食べ方に， 食パンとは

異なる別の選択肢があったのに， 私たちは従来， その選択肢をほとんど採用してこなかった．

　

このように食生活においても， 毎日の私たちの暮らし方の見直しを迫る， 多様なあり方が存在する． 調理

や栄養にとどまらない， 食生活に対する異なるアプローチがあり得る． 比較生活誌データベースは， このア

プローチに活用できる． 家庭科教育のすべての領域において， 同様のことが考えられるはずである． 家庭科

を， モノの学習ではなく， ヒトの学習， 人々の生活についての学習へと着眼点を変えるならば， いっそうそ

の可能性は高くなろう．

２００



家庭科教育のための比較生活誌データベースの構築

Ｗー５． 教育の現代的課題

　

現代の教育における重要な課題として， 国際理解と情報活用が注目を浴びている． 国際理解といえば外国

語，というように，外国語の学習が国際理解の中心と思われている．しかし，
「国際間の文化交流においては，

生活文化の相互理解こそ重要な課題である． …

　

現代人の日常生活なら， 互いによくわかり合えると思

いこんでしまう． しかし実際はそうではない． そのためにたえず国際間でのコミュニケーションギャップが

生じている２５）．」 比較生活誌データベースは， 異なる生活文化の日常生活の情報を格納している． これを活

用することで， 家庭科も国際理解教育を担うことができる．

　

比較生活誌データベースの利用は，そのまま情報活用である．中学生や高校生になれば，若干の訓練によっ

て， このデータベースを利用して自分で検索を行うことができる．

　

また最近ではインターネットを教育に利用することに， 大きな関心が寄せられている． インターネットで

は世界中の各地の情報を比較的容易に集めることが可能である． 比較生活誌データベースの情報検索で得ら

れたある事柄の情報によって， まず好奇心を刺激され， インターネットでさらにその事柄に関する情報につ

いて深く調べる， というように， 比較生活誌データベースとインターネットを相補うものとして利用し， 生

活を比較して考える教育が可能となろう．

Ｖ． まとめ

　

生活は多様なものであるから， 異なる文化の生活と比較することではじめて， 自分の生活を理解できるよ

うになる． 家庭科教育において， このアプローチ， 生活の比較の方法を具体化するために， 海外・国内の旅

行記・滞在記・暮らしの記録等から， さまざまな生活文化における生活誌情報，１９０１件を収集した． これら

の情報にフリーキーワードを付け， 内容・年代・性別および年齢・地域・国名の項目によって分類して， 比

較生活誌データベースと名付けたデータベースを構築した．

　

これらの分類項目の区分ごとの情報件数によって， データベースの特徴を示した． また， 数種類の検索例

から， このデータベースが持つ豊富な情報の特徴をあわせて示した．

　

生活に関するイメージを作り上げる教育の具体的な方法として， イメージ検証授業について論じ， 比較生

活誌データベースがこれにふさわしい教育資源であることを指摘した．さらに，家族に関する教育において，

授業書を作成した具体例にふれ， 衣生活をはじめ， 家庭科教育のすべての領域で生活の比較の方法が可能な

ことを示した． また， 比較生活誌データベースを活用した教育によって， 家庭科が国際理解教育を担えるこ

と， 情報活用の進展に寄与できることを述べた．
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